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研究成果の概要（和文）：私たちの研究は、メキシコとグアテマラ両国における先住民（先住民族）について、先住民
運動の中にみられる政治的アイデンティティについて現地に赴く民族誌調査を通して明らかにしてきた。具体的には、
世界の他の地域での民主化要求運動、すなわち自治権獲得運動、言語使用の権利主張や言語復興、土地問題、国政への
参加、地方自治などの研究を通して、（ａ）外部から見える社会的な政治文化としての「抵抗」の実践と（ｂ）内部の
構成員から現れてくる文化政治を実践する際の「アイデンティティ構築」という二つのモーメントと、その組み合わせ
のダイナミズムからなる資料を数多く得ることができた。

研究成果の概要（英文）：Our ethnographic research project clarified the political identities of indigenous
 movements in both Mexico and Guatemala. Specifically this study examines their own concept of "indigenity
" relating with various their "democratic demand movements" e.g. the right of autonomy, right of use of na
tive language, language revitalization program, anti-discrimination movement, land-tenure conflict, anti-m
ining movement, political participation in both national and local government, and so on. We can identify 
roughly two major moments entangled with various historical, sociological, and political elements in these
 democratic demand movements; (a) contested situation of indigenous "resistance" as their creative politic
al culture that we can observe from outside of their communities, and (b) their "identity construction and
 formation of indigenity" as a part of cultural politics that can be emerged by their community membership
.
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１．研究開始当初の背景 
 
（1）1980 年代中期以降の、冷戦構造の崩壊
は共産主義（ないしは社会主義）と資本主義
を対峙させて、両方のイデオロギーとその政
治的実践の対立図式の終焉を意味した。一般
にネオリベラリズムと呼ばれる政治経済的
な国際秩序が再構築される中で、世界ではさ
まざまな新たな対立紛争の構造が出現した。
アフガニスタン崩壊後のイスラム原理主義
の台頭とその国際的ネットワークの構築。そ
れに対する非イスラム先進国による「平和維
持」目的のための軍事進攻とそれに対する抵
抗。民族的対立に端を発する複雑な宗教・人
種・ジェンダーが絡まる「文化的差異」を憎
悪のシンボルとする暴力的な対峙構造。政治
的教条主義から「逸脱」した左派リベラルと
右派保守主義を有徴とする政治論争。冷戦後
のワシントンコンセンサスの受け入れを表
明しグローバル経済をめざす中央政府が実
行する地方分権や公共部門の民営化の強行
とそれに対する反発、などである。 
（2）上記のような世界情勢のなかで、これ
まで民族的少数派（ethnic minorities）ある
いは先住民・先住民族（indigenous people）
と呼ばれる人たちもまた、これまでの中央政
府からの一方的な保護・弾圧・ネグレクトの
動きに坑して、基本的人権としての生存権、
民族的文化的な独自性や尊厳の尊重、教育・
医療・福祉サービスの他の「国民」との同等
な処遇などを求めるようになってきた。この
背景には、国際的な支援団体、NGO 組織、
あるいは研究者などとの協力があり、法的知
識や集団としての意識覚醒を通して、自らの
少数派あるいは先住民性を「誇示」してきた
ことがある。メキシコとグアテマラの先住民
の状況について現地調査を目的として計画
立案した私たちが研究を始める前では、それ
ぞれ 1994 年のメキシコ・チアパス州でのサ
パティスタ国民解放軍による軍事蜂起、1996
年末のグアテマラ政府と国民革命連合との
和平合意が、引き続いてあり、これが 20 世
紀末までの両国の先住民と国家との関係の
枠組みを大きく変える一大契機となった。そ
れ以降の 10 年間は、2007 年 9 月における「先
住民の諸権利の国連宣言」の国連総会での採
択に顕れるように、国内外において先住民が、
政治的権利主体としての顕示を強く表し、同
時に、先住民社会内部でも、先住民アイデン
ティティの位置づけや具体的な政治目標の
構築をめぐり、活発な状況下にあった。 
 
２．研究の目的 
 
（1）これまで所与と考えられてきた人種、
ジェンダー、階級、エスニシティなどの諸集
団が国家により構築された集団であり、その
ために民主制はそれらの集団からの異議申
し立てに対処する責務があるという視点は、
批 判 的 リ ベ ラ リ ズ ム 理 論 （ Critical 

Liberalism）として提示されてきた。文化人
類学では、先住民は文化的アイデンティティ
であるという前提はいまだに払拭されてお
らず、それが構造的に構築された政治的アイ
デンティティであるという視点がないため、
中米の先住民運動についても相反する評価
がある。この研究の目的は、文化人類学と政
治理論と交差させることにより、個別の歴史
と社会状況から先住民運動と民主制との関
係を再考することにあった。 
（2）そして、従来の研究では、政治理論の
短所である普遍的モデルにそって理論化す
る傾向と、文化人類学の短所である文化とア
イデンティティとを結びつけて考える傾向
があり、私たちの研究は、この両者の視点を
理論的に相対化することに寄与するだろう
という目論見（＝より具体的な目標）から出
発した。従って、中米の個別事例から先住民
を民主制度改良に向けて闘う政治的主体と
してとらえることになり、その様態を民族誌
的に記述ことを目標とした。それらの理論的
粗描を試みることになるだけでなく、民族的
少数者の包摂という課題は民主国家建設の
ジレンマとしてみなされてきた先行研究の
主張とは真逆の主張、すなわち民主国家にお
いて民族的少数者の包摂という課題はむし
ろ国民国家の健全性のバロメーターである
可能性を検証することも、その理論的課題
（＝より詳細な目標・目的）となった。 
 
３．研究の方法 
 
（1）研究対象地域と民族：メキシコ合衆国
南東部諸州（ゲレーロ、イダルゴ、オアハカ）
先住民、およびチアパス州とグアテマラ共和
国の西部高地のマヤ系先住民（ツォツィル、
ツェルタル、トホラバル、マム、カクチケル、
ケクチおよび近隣民族）を対象とする 
（2）集中的に収集される調査テーマ群：周
縁化による排除から国政参加を目指したり
文化的多様性の保全を国家に求めたりする
運動、両国家における農地改革や土地権利運
動の有無やその歴史的経緯、である。 
（３）民族誌的調査法について：現地調査（観
察、インタビュー、映像や音響資料収集、口
頭ならびに文書資料の収集等）を遂行すると
共に、調査結果や他の文献資料などを駆使し
て総合的な観点にから比較おこなう。採用さ
れる現地調査方法は、文化人類学の民族誌学
的手法、政治学研究における質的調査法、民
族音楽学におけるサウンドスケープ論の援
用と、それらの学際的検討。 
 
４．研究成果 
 
（1）平成 22年度：グアテマラ共和国とメキ
シコ合衆国での双方の調査に全員が従事し
た。そこで調査ならびに報告されたことは以
下のとおりである。メキシコ・チアパス州と
グアテマラのマヤ系先住民の政治参加に関



するプロセスには著しい違いがあり、本研究
のテーマが重要であることを確認した。グア
テマラでは､ケクチ、カクチケル、マムの言
語を話すマヤ系先住民の社会運動が調査さ
れ、悪化する社会治安のなかでも、民族芸術
運動、言語運動、地方自治復権運動が活発化
し、先住民の諸表象が様々な形をとって先住
民の様々な局面におけるアイデンティティ
主張に使われていることが明らかになった。
メキシコではチアパスの他に、ゲレロ、イダ
イルゴ、オアハカ州で調査がなされ、先住民
知識人や女性運動活動家および避難民など
にインタビューが試みられた。その結果、暴
力的な紛争形態をもちながらも広範な政治
参加と「抵抗」に関する議論が展開されてい
ることが明らかになった。 
（2）平成 23年度：グアテマラのサン・マル
コ ス 県にお け る調査 地 の地元 協 議 会
（COCODE）と村長派の対立という共同体内の
紛争事例の分析をおこない、地方分権化情況
における先住民の政治的アイデンティティ
の覚醒過程について資料収集をおこなった。
グアテマラのチマルテナンゴ県における内
戦時における紛争の記憶や語りについて調
べ、内戦に巻き込まれながらも、生き延びて
きたマヤ系先住民の人びとが、現在の自分た
ちの生活と内戦の経験をどう結び付けて理
解しているか、という疑問をインタビュー調
査により解明した。メキシコ市の NPO、ミチ
ョアカン州のプレペチャ先住民共同体、プエ
ブラ州のナウァ先住民、モレロス州の祭礼な
どについて調査をおこない、先住民政治の模
索とその失敗の要因について分析を加えた。
また、メキシコ政府社会開発省の役人・官僚
ならびにワステカ先住民の代表へのインタ
ビューに成功し、社会開発プログラムの理論
的基盤、実施状況と評価手法、評価について
ヒアリングを行った。またソノラ州のヤキ先
住民共同体における農地・農業問題について
現地調査をおこなった。研究分担者たちは、
この調査を研究における成果報告（一部）と
して『政治的アイデンティティの人類学』（昭
和堂、2012 年）を刊行した。 
（3）平成 24年度：米国サンフランシスコで
開催されたアメリカ人類学会総会に参加し、
世界の先住民運動の権利運動に関する学会
発表を聞き、資料と情報を収集した。メキシ
コ・チアパス州ならびにグアテマラ共和国サ
ン・マルコス県において、住民の政治参加に
関する現地調査をひきつづきおこなった。そ
の結果、先住民共同体においては、現実の政
治紛争において先住民の伝統的価値を受け
継いでいることが、政敵との差異を見出す重
要な指標となることが明らかになった。グア
テマラ共和国チマルテナンゴ県サン・ホセ・
ポアキル町と近隣集落での実地調査をおこ
なった。そこで内戦の経験についての語りの
なかに冷戦以前の 19 世紀末にまで遡れる行
政自治意識の歴史認識が見られることを確
認することができた。メキシコで開催された

ゲレロ学会で、「文化遺産」を巡る先住民社
会の対応の多様性に関し現地研究者と意見
交換をした後、メキシコ・トトナカ地方の先
住民社会の二つの「世界遺産」の資源活用の
実態について調査した。「世界遺産」の資源
活用については、そこから派生する利権の可
能性や、その文化資源へのアクセスにより、
複雑な権力の駆け引きが先住民社会の中の
みならず、中央政府との駆け引きのなかでも
生じることが浮かびあがった。グアテマラに
おける地方分権化と公共政策、政治的アイデ
ンティティをテーマに、首都グアテマラ・シ
ティにおいて経済企画省・社会開発省・農牧
省等の中央官庁幹部への聞き取り調査と資
料収集を行った。メキシコのトラヤカパンの
吹奏楽団ならびにグアテマラ共和国のアル
タ・ベラパス県での伝統音楽ならびに、新世
紀以降に若い世代に支持を集めつつあるマ
ヤロックについての基礎資料の収集をおこ
なった。伝統音楽の解釈と、それを生かした
ロック音楽などとの節合など、芸術創作活動
において、先住民文化のアイデンティティ形
成に大きな意味をもつことを確認した。 
（4）平成 25年度：サン・マルコス県コミタ
ンシージョ町を中心に地方自治に関する聞
き取りをおこなうと同時に、この町の出身村
を出てグアテマラ市周辺に住み、先住民アイ
デンティティを維持しながらも、他の先住民
ならびにラディノ住民と共同しながら、居住
地の地域問題（青年のアルコールや薬物中毒
あるいは犯罪化）に取り組む男性の活動につ
いてライフヒストリーを聴取した。先住民と
いう出自は、当該地域において異邦人であっ
ても、文化的知識、ヘゲモニーの担い手とし
ても、人々の敬意を齎すことを確認した。チ
マルテナンゴ県サン・ホセ・ポアキル町を中
心に、ポアキル町とその周辺集落との関係変
化の歴史について、聞き取り調査をした。そ
の結果、アイデンティティの編成に内在する、
グアテマラ共和国内でのラディノとマヤ、北
西高原地帯でのキチェとカクチケル、チマル
テアンゴ県下でコマラパとポアキル、そして
ポアキル地域での町民と集落民という重層
的対立の図式が浮かび上がった。またチアパ
ス州サンクリストバル市等で調査をおこな
い、メキシコ各地の先住民族の巨大開発プロ
ジェクトに抵抗する運動や土地・領域防衛や
自治構築の運動の現況を調べた。とりわけ住
民の開発運動に対する抵抗運動（例：テワン
テペック地峡部の風力発電反対運動、モレロ
ス州テポストランの高速道路建設反対運動）
について調査した。これらの紛争に関する基
礎資料は、他の地域の先住民が直面する開発
事案に関する貴重な比較のための基礎資料
になることを確認した。 
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http://www.cscd.osaka-u.ac.jp/user/rosaldo/0604
01guateindigena.html 
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